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製品概要
　これまで電圧測定といえばDMMを用いて先
端が金属のプローブを被測定対象の金属部分に
当てて測定するものであった．本器「セーフティ
ハイテスタ」は，被覆電線であっても金属部・
ブスバーであっても二つの電圧プローブを押し
当てた２線間の電圧が測定できる．金属に接触
しなくても電圧測定を可能としているため，接
触・感電事故などを少しでも回避し，安全に電
圧の確認ができる．測定可能な電路としては，
AC400V を中心に AC100V，200V ライン
での使用を可能とした．
適応性

　本製品では，これまで難しいとしていた被覆
の上から電圧確認をできる交流電圧測定器であ
る．被覆の上から電圧確認が可能となったため
に，感電事故や短絡事故の危険性が指摘されて
いた金属接触による電圧測定に置き換わり，金
属非接触電圧センサを被覆電線上に当てるだけ
で安全に電圧測定ができる．本製品の登場によ
り，電気工事の現場では電圧確認作業に時間を
費やすことなく，工事を進めることができる結
果に結びついた．また本製品の電圧センサは，
原理上，検電器のように電圧を帯びている物体

に近づくと反応してしまうが，数値を表示する
測定器として，測定対象とする電圧が安定して
いるか見極める機能を搭載している．電圧を帯
びている物体に近づくことで電圧センサが反応
し始めるが，内部で電圧の変動を監視しており，
電圧が安定したところでHOLDボタンが点灯
する．HOLDボタンの点灯により電圧は安定
していると考えられる．金属非接触電圧センサ
であるがため，測定値に対する不安を取り除く
ような仕組みも取り入れている．
構　造

　金属非接触電圧センサは二本で構成する．２
点間，２線間の電位差を測定するためである．
２本の電圧センサは切り離さず１本のケーブル
で接続しており，１本の電圧センサに LCD表
示器や操作ボタンを配置，もう一方の電圧セン
サには単３形乾電池を搭載する構造とした．電
圧センサ本体は，配電盤や分電盤のようなブス
バーや電線が混在するような危険な場所を想定
し，安全を確保しつつ作業を容易にするために，
従来のDMMよりも大きく，長い構造としてい
る．測定対象が金属であることを想定し，操作
者を電圧発生部分から少しでも離れて操作でき
るようにした結果である．
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